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巻頭言

創刊の辞

国際 ICT利用研究学会会長
立正大学　地球環境科学部　環境システム学科

山下倫範

　本会の目的は「自然科学，社会科学を含むあらゆる学術研究領域における ICT

の利用に関する研究調査，研究成果の公開ならびに図書の刊行，先端技術に関わ
る啓発と教育，研究者の育成，学会運営・研究集会開催，産学官金連携及び産業
振興のための助言に関する事業を行い，ICT利用の理解促進と社会の発展に寄与
すること」です。
本会はこの設立趣旨に沿って昨秋産声を上げ，早速研究活動を始動し，すでに
全国大会を立命館大学において，また研究会も立正大学において多くの活発な研
究発表の中で開催したところであります。
学会の多くでは，限られた専門分野領域での研究活動がなされいるのが一般的
です。しかしながら，本学会では，創立にあたって，従来の学会からパラダイム
シフトをしようと，ICTをキーワードにして，自然科学／社会科学／人文科学領
域を学際的に横断しながら，相互交流の中で生まれる化学反応が新しい学術的価
値を創造する，そのような場を共有できればという思いもありました。会員の皆
様方には，ご研究の糸を紡ぐ中で，専門性を縦糸 ICTを横糸として新たな科学の
染色とともに文様を織り出されることを強く願うものです。
このたび，会員の皆様方の日頃の優れたご研究果実発表の場である学会論文誌
が創刊の運びとなったことは大変慶ばしいことです。学会の生命は，新しい息吹
による充実した学会論文誌を内外に提供し続けてゆくとにより輝き続けてゆくも
のだと信じます。今後とも，会員の皆様方による優れた研究科実のご投稿を願っ
て止みません。
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国際 ICT 利用研究学会論文誌の創刊号をこうして無事発刊することが出来ました．全国大会の発表も

しかりですが，論文のバリエーションが豊かで読んでいてワクワクさせてくれます．今回はフリーフォ

ーマットで著者の皆様にお書き頂いているのですが，そのことがバリエーションの豊かさを増進させて

いるのかもしれません． 

ここで ICT と私との関りについて少し書かせてください．最初に私が ICT に触れたのは 1986 年のこ

とでした．当時流行っていたファミリーコンピュータを両親に希望したところ「パソコンであれば勉強

も出来るから」と言われて購入してもらったのが，本体はキーボード内蔵型でディスプレイはテレビを

使用する MSX でした．メモリーが 64KByte（単位の間違いではないです）で，ハードディスクは内蔵

されておらず，フロッピーに入らない容量のデータはカセットテープに保存していました． 

私が携帯電話を初めて所持したのが 1996年の時で，当時はアルバイトに行っていた FM局のディレク

ターでさえまだ持っていない人もいる程度の普及率で，福岡市の地下街に電波が届いておらず，携帯電

話を所持した当初は電波が届かないことに居心地の悪さと申し訳なさを感じて地下街を避けていた時期

もありました．その携帯電話をスマートフォンに切り替えたのが 2008年の時で，ボタンの無い携帯電話

にとまどいつつも，モバイルアプリの可能性に心ときめいたものでした． 

そのスマートフォンからSIMカードを抜いたものを 2011年に生まれた私の娘は 2歳の時から所持して

いて，NHKの教育テレビで放送されているある番組を見る際に番組アプリを使ってテレビを楽しむ姿を

見ると，私の幼いころとは ICTによる環境が大きく変わったことを実感します． 

山下先生は巻頭言において，専門性を縦糸・ICTを横糸と表現されていますが，布生地の業界では経糸

（たていと）と緯糸（よこいと）と表記し，経糸と緯糸を織りなす過程の事を経緯（いきさつ）と表現

します．また生地の織り方はいくつか種類があり，経糸と緯糸をどのように織るかによって同じ糸を使

用しても仕上がりが大幅に異なります．ICT を利用した研究は，糸が目まぐるしく変わり，その織り方

によっても結果が大きく変わるだけでなく，その経緯が研究に大きな影響を及ぼしているところが魅力

の一つなのかもしれません．国際 ICT 利用研究学会が新たな糸となり，会員の皆様がどのような成果を

上げていくのか，その経緯をこれから皆様と見ることが出来ることに喜びを感じております． 
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